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１．

は
じ
め
に

２．

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
物
流
費
用
の
内
容

３．

生
活
物
資
の
輸
送
費
用
削
減
対
策

４．

原
材
料
調
達
か
ら
生
産
と
販
売
に
関
わ
る
物
流
費
用
削
減
対
策

５．

産
業
振
興
の
た
め
の
高
付
加
価
値
商
品
創
出
と
物
流
政
策

６．

お
わ
り
に

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
か
ら
み
た
離
島
の
物
流
政
策

陸
続
き
で
な
い
離
島
地
域
に
と
っ
て
、
本
土
と
結
ぶ
海
路
は
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
航
路
で
も
あ
る
。

物
流
政
策
は
離
島
の
生
活
や
産
業
創
出
に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
嵩
む
輸
送
コ
ス
ト
が

離
島
振
興
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
。
離
島
航
路
が
都
市
部
の
レ
ジ
ャ
ー
交
通
と
同
じ
よ

う
な
私
的
交
通
と
み
な
さ
れ
、
国
益
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
生
活
物

資
の
輸
送
費
用
や
産
業
振
興
の
た
め
の
物
流
費
用
な
ど
を
削
減
し
、
ど
う
助
成
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
。
こ
れ
か
ら
の
物
流
政
策
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。

苦
瀬
博
仁
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離
島
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
の
な
か
で
、
固
有
の
歴
史
と
文
化
を
は

ぐ
く
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
国
境
に
位
置
す
る
離
島
や
海
洋
に
孤
立

し
て
い
る
離
島
は
、
排
他
的
経
済
水
域
を
確
定
し
貴
重
な
資
源
を
我

が
国
に
も
た
ら
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
土
地
で
あ
れ
、
人
々
が
生

活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
周
囲
と
の
交
流
が
不
可
欠
で
あ
る
か

ら
、
陸
続
き
で
な
い
離
島
で
は
、
本
土
と
結
ぶ
海
路
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
海
路
の
存
在
が
、
離
島
の
生
活
や

産
業
振
興
に
お
い
て
物
流
費
用
の
増
加
を
招
き
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
取
り
除
く
こ
と
が
我
が
国

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

離
島
の
生
活
を
安
定
さ
せ
、
産
業
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、
離
島

だ
か
ら
こ
そ
生
じ
る
輸
送
費
用
を
削
減
し
て
、
本
土
に
比
べ
て
割
高

な
生
活
物
価
の
低
廉
化
を
図
り
、
生
産
品
の
付
加
価
値
と
競
争
力
を

高
め
る
こ
と
に
つ
き
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
最
初
に
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
基
本
的
な
考
え

方
を
整
理
す
る
（
２
章
）。
次
に
離
島
の
物
流
政
策
を
、
離
島
に
お
け

る
生
活
物
資
の
輸
送
費
用
削
減
対
策
（
３
章
）、
離
島
の
生
産
に
お
け

る
原
材
料
調
達
か
ら
生
産
と
輸
送
・
販
売
に
至
る
物
流
費
用
削
減
対

策
（
４
章
）
、
高
付
加
価
値
商
品
の
創
出
（
５
章
）
の
三
点
か
ら
考
え

て
み
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
階
層
構
造

一
般
に
、
調
達
か
ら
生
産
と
流
通
を
経
て
消
費
に
至
る
ま
で
の
流

通
経
路
を
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
言
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
は
、
階
層
構
造
が
あ
る

（
図
１
）。

す
な
わ
ち
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
、
こ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
一

部
で
、
商
品
の
発
注
か
ら
納
品
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
そ
し
て

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
は
、
輸
送
シ
ス
テ
ム
や
保
管
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

さ
ら
に
輸
送
シ
ス
テ
ム
に
は
、
配
車
計
画
（
車
両
、
運
転
手
、
燃
料
な
ど

の
手
配
）
と
運
行
計
画
（
荷
積
み
、
荷
お
ろ
し
、
運
行
経
路
設
定
な
ど
）
が

あ
る
。

●

（
２
）
物
流
費
用
の
階
層
構
造

流
通
費
用
と
物
流
費
用
と
輸
送
費
用
が
、
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
て

い
る
。

流
通
費
用
を
厳
密
に
分
解
す
れ
ば
、「
流
通
費
用
＝
商
取
引
費

用
＋
物
流
費
用
」
で
あ
り
、「
物
流
費
用
＝
輸
送
費
用
＋
保
管
費

用
＋
荷
役
費
用
＋
流
通
加
工
費
用
＋
包
装
費
用
＋
情
報
費
用
」
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
つ
の
費
用
は
同
じ
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

一
部
な
の
で
あ
る
（
表
１
）。

１．

は
じ
め
に

２．

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
物
流
費
用
の
内
容
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（
１
）
離
島
の
生
活
物
資
の
輸
送
の
課
題

一
番
目
の
課
題
は
、
割
高
な
生
活
物
資
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
価
格

で
あ
る
（
図
２
・
図
３
）。

離
島
の
生
活
用
品
の
価
格
は
、
本
土
の

価
格
よ
り
も
割
高
な
こ
と
が
多
い
が
、
こ

れ
は
流
通
上
の
特
殊
性
に
も
と
づ
い
て
い

る
。
す
な
わ
ち
離
島
に
生
活
用
品
を
流
通

さ
せ
る
と
き
は
、
人
口
規
模
が
小
さ
く
消

費
量
も
少
な
い
の
で
、
大
量
購
入
や
大
量

輸
送
で
き
ず
に
、
必
然
的
に
商
品
価
格
が

高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

物
流
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
本
土
内
の

陸
路
の
み
の
輸
送
と
は
異
な
っ
て
、
陸
上

と
海
運
の
間
で
荷
役
に
よ
る
積
み
替
え
が

生
じ
る
こ
と
や
、
運
航
時
刻
に
合
わ
せ
た

り
荒
天
に
よ
る
欠
航
に
備
え
る
こ
と
で
輸

送
費
用
が
高
く
な
る
し
、
製
品
を
保
管
す

れ
ば
保
管
費
用
が
か
か
る
た
め
に
、
こ
れ

ら
を
足
し
合
わ
せ
た
物
流
費
用
も
割
高
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
え
ば
宅
配
便

３．

生
活
物
資
の
輸
送
費
用
削
減
対
策
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会
社
で
も
、「
運
送
を
引
き
受
け
た
場
所
又
は
配
達
先
が
離
島
や
山

間
部
等
に
あ
る
と
き
に
は
、
荷
物
受
取
日
か
ら
相
当
の
日
数
を
経
過

し
た
日
」
と
し
て
、
到
着
日
を
約
束
し
て
い
な
い
（
図
４
）。

●

（
２
）
生
活
物
資
輸
送
の
た
め
の
物
流
政
策

離
島
の
生
活
必
需
品
の
購
入
に
対
し
て
、
公
的
補
助
を
行
う
方
法

が
あ
る
。（
表
２
）

そ
の
第
一
の
方
法
は
、
経
済
産
業
省
の
「
離
島
ガ
ソ
リ
ン
流
通
コ

ス
ト
支
援
事
業
」（
註
１
）
の
利
用
で
あ
る
。
離
島
に
は
大
都
市
と
違

っ
て
鉄
道
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
移
動
は
自
動
車
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
か
ら
こ
そ
、
ガ
ソ
リ
ン
は
発
電
用
燃
料
な
ど
と
同
様
に

生
活
必
需
品
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
輸

送
費
用
が
か
か
る
分
だ
け
高
く
な
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
購
入
の
補
助

を
行
う
の
で
あ
る
。

第
二
の
方
法
は
、
ガ
ソ
リ
ン
以
外
の
生
活
物
資
に
対
す
る
公
的
補

助
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ガ
ソ
リ
ン
以
外
の
燃
油
（
軽
油
や
灯
油
）
の

輸
送
費
用
補
助
も
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
今
後
の
少
子
高
齢
化

社
会
を
考
え
れ
ば
、
食
料
品
や
医
薬
品
な
ど
は
、
生
活
必
需
品
と
し

て
も
良
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
輸
送
費
用
の
公
的
補
助
な
い

し
公
的
負
担
で
あ
る
。

第
三
の
方
法
は
、
交
通
費
の
補
助
で
あ
る
。
物
資
を
離
島
に
運
ぶ

か
わ
り
に
、
島
の
住
民
が
本
土
に
移
動
す
る
こ
と
で
代
替
で
き
る
こ

と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
診
察
は
島
外
の
診
療
所
に
出
か
け
る
こ
と

も
多
い
だ
ろ
う
し
、
洋
服
の
購
入
は
店
舗
で
多
く
の
洋
服
か
ら
選
び

た
い
。
つ
ま
り
、
住
民
の
交
通
費
の
補
助
は
、
結
果
と
し
て
生
活
を

支
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
島
外
か
ら
離
島
へ
の
移
動
に
つ
い
て

は
、
訪
問
看
護
・
介
護
な
ど
の
交
通
費
補
助
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

（
１
）
資
材
調
達
と
生
産
品
の
輸
送
の
課
題

二
番
目
の
課
題
は
、
島
内
の
産
業
に
お
け
る
調
達
費
用
と
生
産
品

の
輸
送
費
用
で
あ
る
。

離
島
で
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
生
産
す
る
と
き
、
生
産
に
必
要
な
物

資
を
島
外
か
ら
求
め
る
と
調
達
費
用
が
割
高
に
な
る
。
た
と
え
ば
、

仮
に
製
品
の
原
材
料
は
島
内
で
調
達
で
き
た
と
し
て
も
、
包
装
の
た

め
の
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
ト
レ
イ
や
段
ボ
ー
ル
を
島
外
か
ら
買
い
求

め
る
の
で
あ
れ
ば
、
輸
送
費
用
が
嵩
ん
で
本
土
よ
り
も
購
入
価
格
が

※
註
１
　
「
離
島
ガ
ソ
リ
ン
流
通
コ
ス
ト
支
援
事
業
」：

本
土
に
比
べ
て
割
高
な
離
島
の
ガ

ソ
リ
ン
小
売
価
格
の
実
質
的
引
き
下
げ
を
目
的
に
、
平
成
二
三
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
経
済

産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
補
助
事
業
。
各
離
島
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
流
通
形
態
に
応
じ
た
輸

送
コ
ス
ト
分
（
一
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
七
円
〜
三
〇
円
）
を
販
売
店
が
離
島
の
消
費
者
等
に
値

引
き
し
て
販
売
し
た
場
合
、
そ
の
値
引
き
分
を
国
が
販
売
店
に
補
助
す
る
。
同
二
四
年
度
は
、

各
島
へ
の
輸
送
距
離
等
に
応
じ
た
補
助
単
価
の
見
直
し
が
な
さ
れ
、
一
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
七

円
〜
七
〇
円
が
補
助
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

４．

原
材
料
調
達
か
ら
生
産
と
販
売
に
関
わ
る
物
流
費
用
削
減
対
策
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高
い
こ
と
は
多
い
。
こ
れ
を
安
価
に
調
達
し
よ
う
と
大
量
一
括
購
入

を
す
れ
ば
、
保
管
の
た
め
の
倉
庫
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
生
産
し
た
商
品
を
島
外
に
輸
送
す
る
と
き
は
、
輸
送
費
用

だ
け
で
な
く
、
出
航
待
ち
や
欠
航
に
備
え
た
生
産
品
の
保
管
費
用
も

か
か
る
。
も
し
も
欠
航
に
よ
り
本
土
の
顧
客
に
商
品
が
届
か
な
け
れ

ば
、
販
売
そ
の
も
の
の
機
会
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

１ 
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●

（
２
）
資
材
調
達
と
生
産
品
の
た
め
の
物
流
政
策

離
島
で
生
活
を
送
る
に
は
、
そ
こ
に
生
業
が
な
け
れ
ば
定
住
で
き

な
い
。
ま
し
て
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
離
島
で
の
産
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
、
離
島
で
の
生
活
そ
の
も
の
が
存
立

で
き
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
調
達
生
産
販
売
を
通
じ
て
物
流

費
用
に
対
す
る
公
的
補
助
が
望
ま
れ
て
い
る
。

第
一
の
方
法
は
、
国
土
交
通
省
の
「
離
島
流
通
効
率
化
事
業
」

（
註
２
）
の
利
用
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
離
島
で
の
流
通
の
効
率

化
に
資
す
る
機
材
（
コ
ン
テ
ナ
、
冷
凍
冷
蔵
庫
等
）
の
導
入
、
施
設
（
倉

庫
、
作
業
所
等
）
の
整
備
支
援
を
受
け
、
本
土
と
の
価
格
差
の
是
正
、

離
島
産
品
の
売
上
高
の
増
大
を
目
指
す
の
で
あ
る
。

第
二
の
方
法
は
、
輸
送
費
用
や
倉
庫
な
ど
設
備
改
善
が
主
な
現
行

の
補
助
制
度
の
拡
大
で
あ
る
。
つ
ま
り
離
島
の
産
業
振
興
と
い
う
視

点
か
ら
考
え
れ
ば
、
商
品
開
発
・
材
料
調
達
・
生
産
設
備
、
物
流
設

備
・
物
流
費
用
、
販
路
拡
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
総
合
し
た

政
策
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
物
流
政
策
か
ら
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
政
策
へ
の
拡
大
で
あ
る
。

第
三
の
方
法
は
、
欠
航
な
ど
で
輸
送
で
き
な
い
場
合
の
損
害
保
険

制
度
の
充
実
で
あ
る
。
も
し
も
掛
け
金
が
島
の
住
民
の
負
担
に
な
る

場
合
に
は
、
組
合
や
自
治
体
を
通
じ
て
公
的
補
助
を
考
え
る
必
要
も

あ
る
だ
ろ
う
。

※
註
２
　
「
離
島
流
通
効
率
化
事
業
」：

離
島
の
生
活
物
資
等
の
移
入
や
生
産
品
の
移
出
に

つ
い
て
、
流
通
効
率
化
に
効
果
の
あ
る
施
設
（
倉
庫
・
加
工
場
等
）
の
整
備
や
機
材
（
コ
ン

テ
ナ
・
冷
凍
庫
等
）
の
導
入
に
あ
た
り
、
国
が
経
費
の
一
部
（
二
分
の
一
以
内
）
を
離
島
関

係
都
道
県
ま
た
は
市
町
村
に
補
助
す
る
事
業
。
平
成
二
四
年
度
創
設
。
事
業
実
施
主
体
は
都

道
県
、
市
町
村
、
民
間
団
体
（
農
協
、
漁
協
、
生
産
組
合
な
ど
。
共
同
で
も
可
）。
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
流
通
効
率
化
計
画
を
作
成
し
、
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
。
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
が
対
象
。
国
の
予
算
額
五
億
円
。
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費 
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（
１
）
商
品
の
高
付
加
価
値
化

三
番
目
の
課
題
は
、
高
付
加
価
値
商
品
の
創
出
で
あ
る
。

近
年
の
流
通
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
、
原
材
料
主
体
の
低
付
加
価

値
商
品
か
ら
、
手
の
込
ん
だ
高
付
加
価
値
商
品
へ
の
変
化
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、「
稲→

米→

ご
は
ん→
お
に
ぎ
り→

弁
当→

ラ
ン
チ
」

と
変
化
し
て
い
く
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
と
し
て
の
原
材
料
が
、
ソ
フ
ト

と
し
て
の
技
術
に
よ
っ
て
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
商
品
へ
変
化
し

て
い
く
（
図
５
）。

米
や
海
苔
の
よ
う
な
低
付
加
価
値
商
品
は
長
期
保
管
が
可
能
だ
が
、

弁
当
の
よ
う
な
高
付
加
価
値
商
品
は
賞
味
期
限
も
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

も
短
い
。
こ
の
た
め
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
生
産
し
、
流
通
加

工
と
包
装
や
、
頻
繁
な
配
送
が
必
要
と
な
る
。

同
じ
よ
う
に
、
物
流
に
お
い
て
も
高
付
加
価
値
化
が
存
在
す
る
。

た
と
え
ば
高
付
加
価
値
商
品
で
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
は
、
丁
寧
な

包
装
と
適
切
な
品
質
管
理
の
も
と
で
配
送
さ
れ
て
い
る
。
配
送
に
お

い
て
も
、
定
め
ら
れ
た
時
刻
に
定
め
ら
れ
た
温
度
で
、
商
品
が
届
け

ら
れ
て
い
る
（
図
６
）。

つ
ま
り
現
代
の
物
流
は
、
高
付
加
価
値
の
商
品
が
、
高
付
加
価
値

の
物
流
の
も
と
で
、
店
舗
や
消
費
者
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。

●

５．

産
業
振
興
の
た
め
の
高
付
加
価
値
商
品
創
出
と
物
流
政
策
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（
２
）
離
島
の
高
付
加
価
値
化
の
課
題

離
島
に
お
い
て
も
、
島
外
に
移
出
す
る
商
品
の
高
付
加
価
値
化
を

果
た
し
た
い
。

し
か
し
、
い
ざ
島
外
に
商
品
を
輸
送
し
よ
う
と
す
る
と
、
本
土
へ

の
交
通
事
情
（
出
航
時
刻
）
や
物
流
事
情
（
温
度
管
理
の
設
備
、
包
装
設
備
、

保
管
設
備
な
ど
）
の
影
響
を
受
け
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
交
通
や
物
流
の

実
態
に
合
わ
す
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

一
方
で
、
交
通
事
情
や
物
流
事
情
を
理
由
に
し
て
、
せ
っ
か
く
の

離
島
の
特
産
品
や
環
境
を
活
か
し
き
れ
ず
に
、
高
付
加
価
値
商
品
の

開
発
が
遅
れ
て
い
る
面
も
あ
り
そ
う
だ
。

●

（
３
）
離
島
の
高
付
加
価
値
化
商
品
の
物
流
対
策

離
島
の
特
殊
性
を
克
服
し
て
、
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
の
方
法
は
、
島
内
で
入
手
で
き
る
原
材
料
か
ら
最
終
商
品
に

加
工
度
を
高
め
て
い
く
な
か
で
の
、
組
み
合
わ
せ
・
詰
め
合
わ
せ
・

セ
ッ
ト
化
で
あ
る
。
生
鮮
素
材
を
加
工
し
組
み
合
わ
せ
、
た
だ
ち
に

料
理
の
で
き
る
鮮
魚
の
加
工
に
よ
る
切
り
身
や
セ
ッ
ト
化
な
ど
は
、

離
島
に
と
っ
て
最
も
適
し
た
商
品
開
発
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
と
き
、
離
島
の
輸
送
の
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
す
る
た
め
の
物
流

技
術
の
開
発
で
あ
る
。
船
の
出
航
時
刻
に
合
わ
せ
て
特
産
品
の
製
造

時
間
帯
を
変
え
る
こ
と
や
、
商
品
を
傷
め
な
い
包
装
技
術
、
鮮
度
を

保
つ
温
度
管
理
技
術
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
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第
二
の
方
法
は
、
ク
ー
ル
便
な
ど
物
流
事
業
者
の
コ
ー
ル
ド
チ
ェ

ー
ン
シ
ス
テ
ム
（
低
温
や
冷
温
状
態
で
保
管
か
つ
輸
送
で
き
る
方
法
）
を
利

用
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
商
品
の
品
質
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
。

第
三
の
方
法
は
、
島
外
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
技
術
や
商
品
開
発
で
あ
る
。
特
に
、
島
内
の
原
材

料
・
生
産
技
術
・
輸
送
技
術
を
前
提
に
し
て
、
生
産
か
ら
流
通
販
売

に
至
る
ま
で
の
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
な
ど
の
総
合
的
な
対
策
が
必

要
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
産
業
振
興
対
策
と
し
て
、
島
の
住
民
と
自

治
体
が
取
り
組
む
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

そ
の
昔
、
通
勤
通
学
の
な
い
時
代
の
交
通
と
い
え
ば
、
物
資
を
運

ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
藩
主
は
、
領
民
の
食
糧
確
保
と
特

産
品
の
流
通
に
心
を
砕
い
た
。
つ
ま
り
領
民
の
生
活
維
持
と
産
業
振

興
こ
そ
が
、
藩
主
の
考
え
る
公
共
の
交
通
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
現
在
も
、
人
々
へ
の
物
資
の
供
給
は
、
生
活
を
守
り
経
済
基
盤
を

整
備
す
る
意
味
で
、
行
政
の
重
要
な
役
割
の
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、「
物
流
は
民
間
企
業
に
よ
る
私
的
な
交

通
だ
か
ら
、
公
的
対
策
は
難
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
を
聞
く
こ

と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
あ
ま
り
に
も
短
絡
的
で

あ
る
。

離
島
の
物
流
政
策
は
、
人
々
の
生
活
や
経
済
基
盤
の
確
保
と
い
う

点
で
、
極
め
て
重
要
な
国
家
政
策
の
一
つ
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
離

島
の
生
活
と
産
業
を
支
え
る
物
流
政
策
が
、
ま
る
で
大
都
市
の
レ
ジ

ャ
ー
交
通
と
同
じ
よ
う
な
私
的
交
通
と
混
同
さ
れ
て
、
国
益
を
損
な

う
よ
う
な
事
態
を
招
く
こ
と
だ
け
は
避
け
た
い
も
の
で
あ
る
。
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